
日時 令和元年 １２月２５日（水） 18：00 ～ 20：00
（受付開始 17：45）

会場 川崎商工会議所 ２階会議室

対象 川崎市の PPPに関心をお持ちの川崎市内に本店がある事業者様・本市職員
定員 １００名（予定）

参加費 無料

申込方法 以下の URL又は QR コードから申込みください
 https://sc.city.kawasaki.jp/multiform/multiform.php?form_id=4293 
※ 勉強会＜第２部＞の意見交換で使用させて頂きますので、申込時に 

「PPP に対する地元企業としての課題認識」のご記入にご協力ください。 

申込締切 令和元年１２月２４日（火）

日程 概 要

１８：００～

１８：５０

＜第１部＞（予定）

○PPP/PFI事業における地元企業の参画について
【㈱日本経済研究所 執行役員公共デザイン本部上席研究主幹 吉田 育代】

１８：５０～

２０：００

＜第２部＞（予定）

○和光市広沢複合施設整備・運営事業
～地元企業の PPP参画のきっかけや、参加企業の生の声などのほか、 
会場参加型の意見交換などを行います～

【和光市役所 企画部資産戦略課 主幹 岡田 直晃】【㈱スーツ 代表取締役 小松 裕介】

【㈱田中工務店 代表取締役 田中 泰秀】【㈱山西商事 代表取締役 石田 良子】 

川崎市では、民間事業者の皆様を最適な公共サービス実現のための重要なパートナーとして再認識し、地域社会の課題解
決につながるよう、一層の市民サービスの向上に向けた幅広い民間活力の活用方策を検討しています。
その実現に向け、本市では令和元年度に、本市と民間事業者の皆様が共に PPP（官民パートナーシップ）に関する正しい
理解、ノウハウの習得を深め、案件形成の促進につなげるための川崎市ＰＰＰプラットフォームを設置しました。

今回、PPPへの参加経験のある、埼玉県和光市の地元企業などにお越し頂き、
『地元企業のＰＰＰへの参画方法』や、『実際参加してみて感じたこと』など、
具体的な事例を基に、地元企業の本音を交えた勉強会を開催します。
※参加者は川崎市内に本店がある事業者様及び本市職員が対象です。

第２回川崎市 PPPプラットフォーム勉強会概要・申し込み方法

プログラム（予定）

この件に関する
問い合わせ先

川崎市 総務企画局 行政改革マネジメント推進室 民間活用担当 （担当：織裳、柏原）
Mail：17manage@city.kawasaki.jp 電話：044-200-3569

川崎市ＰＰＰプラットフォーム“勉強会”を開催します！
～地元企業が PPP に参入する“具体的な方法”や“その実態”とは～ 

２０１９年度 第２回



川崎市の民間活用（官民パートナーシップ）に関する情報を定期的にお届けする、メールニュースを配信しています。
今後、具体的なプラットフォームの開催時期等について、メールニュースにてお知らせするため、登録をよろしくお願いします。
こちらへ空メールを送信の上、返信メールから御登録ください →→→ mailnews@k-mail.city.kawasaki.jp
登録の際は 川崎市民間活用メールニュース に チェック！→→→

会場案内

メールニュースにご登録ください！

研修講師・登壇者の紹介

【経歴】
昭和６１年  財団法人 日本経済研究所入所
平成１７年  調査局調査第五部長
平成２１年 株式会社 日本経済研究所 調査局調査第三部長（転籍）
平成２５年  執行役員 調査本部長
平成２７年 執行役員 調査本部 上席研究主幹 現在に至る
【実績など】

PFI法施行以前より、PFI手法など官民連携手法に取組んでおり、国内初の図書館PFI事業で
ある桑名市図書館等複合公共施設整備事業や、民間収益事業を含む墨田区総合体育館建設
等事業などのアドバイザー業務を担当。近年では PPP/PFI 地域プラットフォームにて公募前の川上
段階における案件形成なども手掛けている。

【会場】 

川崎市商工会議所 

２階会議室 

ＪＲ川崎駅 

【会場】
川崎商工会議所 
２階会議室 

【住所】
川崎区駅前本町
１１―２
川崎フロンティアビル

＜第 1部＞PPP/PFI事業における地元企業の参画について
株式会社 日本経済研究所 執行役員 公共デザイン本部 上席研究主幹 吉田 育代

＜第２部＞和光市広沢複合施設整備・運営事業

株式会社 田中工務店 代表取締役 田中 泰秀
【和光市地元企業】

株式会社 山西商事 代表取締役 石田 良子
【和光市地元企業】

株式会社 スーツ 代表取締役 小松 裕介和光市役所 企画部 資産戦略課 主幹 岡田 直晃
＜平成 25年３月＞
ソーシャル・エコロジー・プロジェクト㈱
（現社名：伊豆シャボテンリゾート㈱）
代表取締役社長就任
＜平成 26 年 12月＞
㈱スーツ設立代表取締役就任
＜平成 31 年１月＞
PFI 和光市広沢株式会社取締役就任
＜平成 31 年２月＞
一般社団法人和光市広沢エリアマネジメント
代表理事就任
＜令和元年６月＞
国土交通省 PPP サポーター就任

【実績】
伊豆シャボテン公園の企業再生、上場会社の代表取締役社長を
務めた経験から、民間事業経験者の立場での様々な助言を行う。
施設・エリア・観光施設マネジメントについても知見を有し、行政側
の委員、民間事業者側の PFI 構成員など双方の立場を経験。

創業 60 年を数える田中工務店
は、建築の枠を越えた取り組みにも
積極的で、20 年にわたり、世界的
な芸術家である草間彌生さんの作
品制作に協力している。日本の伝
統建築工法による入母屋住宅、神
社仏閣も数多く手がけ、テレビ番組
「大改造！劇的ビフォーアフター」に
も協力している。

和光市で採れた素材にこだわる「駅前商
店ひまわり」、故郷の新潟県山古志の生
産者の想いを伝える「山古志本舗」、地域
のお年寄りや子どもたち、子育て中のママた
ちが集う「地域交流施設ひまわり」を経
営。都内百貨店における催事場への出店
から始まり、ターミナル駅コンコースでの出
店、さらには羽田空港への出店も決定。
広沢複合施設整備・運営事業では、民
間収益施設である「お風呂の王様」内に
出店を決定している。

＜平成 16年＞
旧・久居市（三重県）教育委員会生涯学習課に奉職。津市
他 10 市町村合併時に津市東京事務所に異動。
＜平成 22 年＞
東洋大学大学院経済学研究科公民連携専攻を修了。東日
本大震災の年に津市を退職。民間コンサルタント会社に移籍。
＜平成 24 年＞
習志野市政策経営部資産管理課に公共施設の老朽化を専
門に扱う任期付職員として入庁。
＜平成 29 年＞
習志野市を満期退職。和光市企画部資産戦略課に官民連
携を専門に扱う任期付職員として入庁。女子美術大学非常勤
講師に就任。ファシリテーションデザイン概論を担当。


